
愛知県公立入試問題過去問４４【２年】 
「 確率（ H２６～２９年 ） 」 

（  ）組（  ）番 氏名（           ） 

 

【２６A】 ２つのさいころを同時に投げるとき、出る目の数の積が６の倍数になる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２６B】 数字１を書いたカードを２枚、数字２を書いたカードが２枚、数字３を書いたカードが１枚ある。 

 この５枚のカードをよくきってから、１枚ずつ続けて２枚取り出す。１枚目を十の位、２枚目を一の位として、 

 ２けたの整数をつくるとき、この整数が２３以上になる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【２７A】  図のように、箱の中に数字１、４が書かれた玉が 

それぞれ２個ずつ、数字２、３が書かれた玉がそれぞれ 

１個ずつ入っている。 

 箱の中の玉をよくかきまぜて、玉を１個取り出して数字を 

調べ、それを箱にもどしてから、また、よくかきまぜて、玉を 

１個取り出して数字を調べる。 

 このとき、２回目に取り出した玉に書かれた数字が、 

１回目に取り出した玉に書かれた数字よりも大きくなる確率 

を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 【２７B】 １つのさいころを２回投げ、１回目に出た目の数を a 、２回目に出た目の数をb とするとき、  3a b   

が整数となる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 【２８A】 数字２、３を書いたカードがそれぞれ２枚ずつ、 

数字４を書いたカードが１枚ずつある。この５枚のカードを 

よくきって、１枚カードを取り出し、カードに書かれた数字を 

記録してから、取り出したカードを戻し、再びよくきって、１枚 

カードを取り出し、カードに書かれた数字を記録する。 

   このとき、１回目に取り出したカードに書かれた数と２回目 

に取り出したカードに書かれた数字の和が６以上になる確率 

を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２８B】 １つのさいころを２回投げ、１回目に出た目の 

 数を a 、２回目に出た目の数をb とする。 

  図で、２点 P、Q の座標は、それぞれ（６，１）と 

 （１，６）であり、R は、直線
b

y x
a

 と線分 QP との 

 交点である。このとき、△OPRの面積が△OPQ の 

 面積の半分以上となる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【２９A】 １つのさいころを２回投げるとき、１回目に出た目の数が、２回目に出た数の倍数となる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２９B】 図のように、A を書いたカードが３枚、B を書いた 

 カードが２枚、C を書いたカードが１枚ある。この６枚のカード 

 をよくきって、１枚カードを取り出し、次にそのカードをもどし、 

 再び、よくきって、１枚カードを取り出す。 

  このとき、最も起こりやすいことがらは次のアからカまでの 

 うちのどれか、そのかな符号を書きなさい。また、そのときの 

 確率を求めなさい。 

 

 ア Aが２回出る   イ A と Bが１回ずつ出る    ウ A と Cが 1回ずつ出る 

 エ Bが 2回出る   オ B と Cが１回ずつ出る   カ Cが２回出る 











愛知県公立入試問題過去問４３【２年】 
「 確率（ H２３～２５年 ） 」 

（  ）組（  ）番 氏名（           ） 

 

【２３A】 数字１、２を書いたカードがそれぞれ２枚ずつ、数字３を書いたカードが１枚ある。 

  この５枚のカードをよくきって、１枚ずつ２回続けて取り出す。１回目に取り出したカードに書かれた数を a 、 

  ２回目に取り出したカードに書かれた数をb とする。このとき、点  ,a b が、
2

y
x

 のグラフ上の点である 

  確率を求めなさい。ただし、取り出したカードはもとにもどさないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【２３B】 図のように、数字１、２、３を書いた箱がそれぞれ１個ずつあり、数字１、２を書いた玉がそれぞれ 

１個ずつと数字３を書いた玉が２個ある。４個の玉から３個を選んで。３つの箱に、玉をそれぞれ１個ずつ 

入れるとき、箱の数字と中に入れた玉の数字が３つの箱とも異なる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 【２４A】 赤玉２個、白玉２個、青玉１個が入った袋がある。この袋から玉を１個取り出して色を調べ、 

それを袋に戻してから、また、玉を１個取り出して色を調べる。 

１回目と２回目に取り出した玉の色が異なる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【２４B】 図の Sの位置にコマを置き、２つのさいころを同時に 

投げて、出た目の数をたした数だけコマを矢印の方向に進める。 

２つのさいころを１回だけ投げるとき、Sから出発したコマが E で 

止まる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 【２５A】 図のように、正六角形 ABCDEFがある。また、 

  B、C、D、E、F の文字が書かれたカードがそれぞれ 

  １枚ずつある。この５枚のカードをよくきって、同時に２枚 

  を取り出すとき、２枚のカードに書かれた文字が表す 

  ２つの頂点と頂点 Aの３点を結んだ三角形が、直角 

  三角形となる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【２５B】 袋の中に、１から５まで数字が１つずつ書かれた５個の玉が入っている。 

この袋から玉を同時に３個取り出すとき、取り出した３個の玉に書かれた数の和が、 

袋の中に残った２個の玉に書かれた数の積より小さくなる確率を求めなさい。 









愛知県公立入試問題過去問４２【２年】 
「 確率（ H２０～２２年 ） 」 

（  ）組（  ）番 氏名（           ） 

 

【２０A】 図で、点 P は、△ABC の各頂点を右回り 

に移動する点である。２つのさいころを同時に投げて、 

出た目の数が大きい方の数だけ、点 P は、各頂点を 

順に移動して止まる。 

   ただし、２つのさいころの出た目の数が同じ場合は、 

移動しないものとする。 

   ２つのさいころを１回だけ投げるとき、頂点 Aから出発 

した点 Pが頂点 Bで止まる確率を求めなさい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２０B】 図のように、箱の中に数字１を書いた玉が２個、 

 数字２を書いた玉が２個、数字４を書いた玉が１個入って 

いる。箱の中の玉をよくかきまぜて、同時に２個を取り出すとき 

２個の玉に書かれている数字の和が３の倍数になる確率を 

求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 【２１A】 図のように、数字１、２、３、４を書いた箱がそれぞれ１個ずつ、数字３、４、５、６を書いた 

玉がそれぞれ１個ずつある。４つの箱に、玉をそれぞれ１個ずつ入れるとき、４つの箱のいずれに 

おいても玉の数字が箱の数字より大きくなる入れ方は、何通りあるか、求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【２１B】 １つのさいころを２回投げ、１回目に出た目の数を 

  a 、２回目に出た目をb とし、３点 A  ,0a 、B  0,b 、 

C  3,3 を考える。３点 A、B、C が、AC=BCの二等辺 

三角形の頂点となる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【２２A】 図のように、片方の面が黒、もう片方の面が白である平らな石が１４個あり、そのうちの８個は 

黒の面を上に、残りは白の面を上にして並べてある。 

 

  １つのさいころを２回投げ、１回目に出た目の数だけ黒の面が上の石を裏返し、２回目に出た目の数だけ 

 白の面が上の石を裏返す。このとき、黒の面が上の石と白の面が上の石の数が等しくなる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２２B】 数字１を書いたカードが２枚、数字２を書いたカードが３枚ある。この５枚のカードをよくきって、 

同時に２枚を取り出すとき、２枚のカードに書かれている数字が異なる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









愛知県公立入試問題過去問３５【２年】 
「 確率（H１７～１９年） 」 

（  ）組（  ）番 氏名（           ） 

 

【１７A】 大小２つのさいころを同時に投げ、大きいさいころの出た目の数を a 、小さいさいころの出た目をb とする。 

このとき、点  ,a b が
12

y
x

 のグラフ上の点である確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１７B】 数字１，２が書かれたカードがそれぞれ２枚ずつ、数字３，５がかかれたカードがそれぞれ１枚ずつある。 

    この６枚のカードから同時に２枚取り出すとき、書かれている数が４の倍数になる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１８A】 大小２つのさいころを同時に投げて、大きいさいころの出た目の数を a 、小さいさいころの出た目をb と 

    するとき、5 3a b が５の倍数となる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【１８B】 P は数直線上を動く点である。点 P は、１つのさいころを投げて偶数の目が出たら出た目の数 

だけ右へ移動し、奇数の目が出たら出た目の数を２倍した数だけ左へ移動することとする。 

    最初０にある点 Pが、さいころを２回投げ、２回移動したとき、０より左にある確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１９A】 図で、A、B、C、D、E、F、G、H を頂点とする立体と、 

    E、F、G、H、I、J、K、L を頂点とする立体はともに 

    立方体である。頂点 Aから頂点 K まで立方体の辺 

    にそって、最も短い道のりでいくコースは何通りあるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１９B】 数字、２、３、４、５、６が書かれたカードがそれぞれ１枚ずつある。この５枚のカードをよくきって、 

１枚ずつ２回続けて取り出す。１回目に取り出したカードに書かれた数を a 、２回目に取り出した 

カードに書かれた数をb とするとき、
2 4a b が２以上になる確率を求めなさい。 







愛知県公立入試問題過去問２８【２年】 
「 確率（ 平成１４年～１６年 ） 」 

（  ）組（  ）番 氏名（           ） 

 

【１４A】 数字２，４，６，８，１０を書いたカードがそれぞれ１枚ずつある。この５枚のカードをよくきって、 

同時に２枚を取り出すとき、２枚のカードに書かれている数字の和が４の倍数になる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１４B】 A、B２つのさいころを同時に投げて、A、Bそれぞれに出る目の数を a、ｂとしたとき、 

    ３a＋ｂが５の倍数となる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１５B】 袋 A には、赤玉２個と白玉３個、袋 B には、赤玉３個と白玉１個が入っている。 

    袋 Aから玉を１個、袋 Bから玉を１個取り出すとき、異なる色の玉が取り出される確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【１６A】 A、B、C、Dの４人が横一列に並ぶとき、A と Bが隣り合わせにならない並び方は、何通りあるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１６B】 ２つのさいころを同時に投げて出る目の数のうち、小さい方の数を a とするとき、aが奇数となる確率を求めなさ

い。ただし、投げて出た２つのさいころの目の数が同じときは、その目の数を a とする。 

 







愛知県公立入試問題過去問２７【２年】 
「 確率（ 平成１１年～１３年 ） 」 

（  ）組（  ）番 氏名（           ） 

 

【１１A】 ２つのさいころを同時に投げるとき、出る目の数の和が素数になる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１１B】 数字２、３、４、６、９を書いたカードがそれぞれ１枚ずつある。 

    この５枚のカードをよくきって、同時に２枚取り出すとき、２枚のカードに書かれている数字の和が 

    ３の倍数になる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１２A】 赤玉３個、白玉１個、青玉１個の入った袋がある。この袋から同時に２個の玉を取り出して色を調べる。 

    このとき、２個の玉の色が異なる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【１２B】 数字の１を書いたカードが２枚、数字２を書いたカードが１枚、数字３を書いたカードが２枚ある。 

    この５枚のカードをよくきって、同時に２枚を取り出すとき、２枚のカードに書かれている数字の和が 

    素数になる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１３A】 ２つのさいころを同時に投げるとき、出る目の数の積が出る目の数の和の２倍より大きくなる確率を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１３B】 A、B２つのさいころを同時に投げて、A、Bそれぞれに出る目の数を a、b としたとき、 2a b  

    が整数となる確率を求めなさい。 

 

 

 






